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雄お
す

は
氷
点
下
で
も
飛
べ
、

雌
は
翅
が
退
化
し
た
特と

く

殊し
ゅ

な
蛾

「
蛾
」
は
国
内
で
記
録
が
あ
る
だ
け
で

６
０
０
０
種
以
上
（
蝶
は
３
０
０
種
前
後
）

を
数
え
る
、
魅
力
の
尽つ

き
な
い
昆
虫
で

す
。
そ
の
う
ち
約
９
０
０
種
を
占し

め
る

シ
ャ
ク
ガ
科
（
一
般
に
幼
虫
が
シ
ャ
ク
ト
リ
ム

シ
の
形
態
の
グ
ル
ー
プ
）
の
う
ち
、
成
虫
が

冬
だ
け
に
出
現
す
る
35
種
を
「
フ
ユ
シ
ャ

ク
類
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ユ
シ
ャ
ク
類
は
、
な
ん
と
雌

は
翅
が
退
化
し
て
、
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
雌
雄
と
も
口こ

う

吻ふ
ん

が
縮

小
し
て
お
り
、
多
く
は
成
虫
で
餌え

さ

を
取

ら
ず
、
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
時
代
に
蓄た

く
わ

え

た
栄
養
を
使
っ
て
生
き
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
氷
点
下
の
寒
さ
で
も

活
動
可
能
で
、
冬
の
間
に
繁は

ん

殖し
ょ
く

活
動
を

行
っ
て
、
ほ
か
の
昆
虫
た
ち
の
姿
が
目

立
つ
に
よ
う
に
な
る
春
の
盛
り
ま
で
に
、

成
虫
の
姿
は
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
ど

の
種
に
も
毒
は
な
く
、
昆
虫
の
少
な
い

冬
に
は
格
好
の
観
察
対
象
で
す
。

　

フ
ユ
シ
ャ
ク
類
の
観
察
の
最
大
の
魅

力
は
、
動
植
物
が
眠ね

む

り
に
つ
い
た
よ
う

に
見
え
る
冬
の
森
で
、
ふ
と
前ま

え

触ぶ

れ
も

な
く
現
れ
る
彼
ら
と
の
出
会
い
の
、
驚お

ど
ろ

虫たちの姿の少なくなった冬の森には、雌
めす

の翅
はね

が退化して飛べない「フユ
シャク類」という不思議な蛾

が

が現れます。身近な都市公園などでも出会える、
魅
み

力
りょく

的
てき

な冬の昆
こん

虫
ちゅう

の世界をのぞいてみましょう。

フユシャク類の雌は主に夜間に木の幹
などを歩いて上り、高さ1 m前後（例外
あり）の位置で、フェロモンで雄を呼ぶ

「コーリング」を行う。雄は飛び回りなが
ら雌を探し、交尾する。日中は落ち葉
の下などでじっとしていることが多く見つ
けにくいが、公園の柵や白っぽい人工
物の壁など目立つ場所に止まっているこ
ともある。雌は木のうろやネームプレー
トの裏などに隠れている場合もある。

こんなところを
探してみよう詳しく知りたい方に

は、『日本の冬尺蛾』
（発行：むし社／ A4
判 ／ 価 格：6400
円ʴ税）がおすすめ。
フユシャク類の第一
人者である中島秀雄
博士らによる長年の
研 究 成 果と、 研 究
者たちの情熱に触れ
ることができる。

クロテンフユシャクの交尾。
雌の翅はほぼ消失し、飛ぶ
ことができない。 一般にフ
ユシャク類では交尾が成立
すると、雌が上になり雄を引
きずるように木などを上って
いく行動が見られる。交尾
後、雌は木の上などで産卵
する。

コーリング

矢
や ざ き ひ で も り

崎英盛
NACS-J自然観察指導員 
首都大学東京大学院博士
前期課程で蛾を研究中



き
と
喜
び
そ
の
も
の
、
と
言
っ
て
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
雌
が
木
の

幹
を
よ
ち
よ
ち
と
上
っ
て
い
る
姿
に
出

会
っ
た
瞬し

ゅ
ん

間か
ん

の
喜
び
は
、
い
つ
も
新し

ん

鮮せ
ん

な
も
の
で
す
。
大
き
く
膨ふ

く

ら
ん
だ
腹
に

は
、卵
が
い
っ
ぱ
い
に
詰つ

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
フ
ユ
シ
ャ
ク
類
は
、
冬
の
間
に

次
々
に
種
が
入
れ
替か

わ
り
な
が
ら
出
現

す
る
た
め
、
同
じ
場
所
で
も
時
期
が
違ち

が

え
ば
、
異
な
る
種
の
フ
ユ
シ
ャ
ク
類
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
翅
が
ほ
ぼ

消
失
し
て
い
る
も
の
か
ら
、
比ひ

較か
く

的て
き

大

き
な
翅
を
持
つ
も
の
ま
で
、
種
ご
と
に

雌
の
翅
の
退
化
の
程
度
が
異
な
る
こ
と

も
観
察
で
き
る
で
し
ょ
う
。
一
見
、
変

化
を
感
じ
と
り
に
く
い
冬
の
森
で
、
フ

ユ
シ
ャ
ク
類
の
存
在
は
、
季
節
が
静
か

に
、
し
か
し
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
、
我
々
に
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。（
写
真
は
著
者
撮
影
）
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※左写真：雄、右写真：雌
東京近郊では一冬を通じて、15種以上のフユシャク類を
観察することができる。

身近なフユシャク類の成虫の出現時期
（東京近郊の場合） ＆雌の翅の形

夜行性

夜行性

夜行性

夜行性

「ホルスタイン」の愛称のある、黒と白
のコントラストが鮮やかな雌の姿が印象
的。緑地公園などでもその姿を見かける
ことがある。

枯れた落ち葉が積もっている日当たり
のよい斜面などで、日が差していると
たくさんの雄が乱舞している様子が見
られることがある。

季節の移り変わりを告げる早春の
フユシャク類。雄の翅の模様は、
個体ごとの変異が大きい。

途切れたような雌の翅の形がその名の
由来で、フユシャク類の中では雌の翅
が最も大きな種のひとつ。

最もよく見られる種。雄は翅を閉じた状態
で止まっていることも多い。

昼行性

（右ページ写真）夜行性。個体
数が多く、都市部でも観察しやす
い種。寒冷地では晩秋と初春に
分かれて発生する。




